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第 二 次 世 界 大 戦 後 ，サンフランシスコ講 和 条 約 によって独 立 を回 復 した時 点 に

はじまり，第 一 次 石 油 危 機 にいたるまでの22年 間 を対 象 とする『昭 和 財 政 史 －昭

和 27～48年 度 』が刊 行 されることになった。大 蔵 省 が担 当 する財 政 ・金 融 行 政 史

は，『明 治 財 政 史 』から『昭 和 財 政 史 －終 戦 から講 和 まで』まで，4次 にわたって刊

行 されてきたが，この事 業 はその伝 統 を引 き継 ぐ第 5次 の財 政 史 である。 

今 次 の財 政 史 の対 象 となる期 間 は，戦 後 経 済 復 興 の時 期 から，いわゆる高 度 成

長 の時 代 を経 て，円 切 り上 げと石 油 危 機 によってこの時 代 が終 りを告 げる，劇 的 な

発 展 と波 瀾 の時 期 である。財 政 ，金 融 および国 際 金 融 は，その変 化 に応 じ，ときに

はその変 化 を主 導 して，経 済 発 展 のために枢 要 な役 割 を果 たしてきた。その間 に記

録 されるべき事 実 はまことに多 く，かつ多 彩 である。本 『財 政 史 』編 さんの意 図 は，古

今 の歴 史 にも稀 なこの発 展 の時 代 における財 政 ・金 融 政 策 について，大 蔵 省 をは

じめ各 機 関 の所 蔵 する原 資 料 に基 いて，正 確 な事 実 を明 らかにし，記 録 にとどめて

行 政 上 の参 考 に資 するとともに，学 術 上 の研 究 に役 立 てるところにある。そのために，

行 政 の流 れや関 連 事 項 を大 局 的 に把 握 しうるようにつとめるのみならず，政 策 立 案

過 程 についてもできる限 り詳 細 に記 録 するよう留 意 し，この時 期 の財 政 と金 融 との研

究 のために，学 問 的 にも新 たな成 果 を収 めうることを期 している。 

本 『財 政 史 』編 さんにあたって，監 修 の重 任 を帯 びることになった私 は，3名 の編

集 委 員 とともに編 集 の大 綱 を練 り，またすべての執 筆 者 を含 めて，研 究 会 を組 織 し

て，資 料 の蒐 集 ・整 理 に当 り，ついで分 担 執 筆 の作 業 にたずさわってきた。その間 ，

監 修 者 としての私 の責 務 は，それぞれの分 野 についての叙 述 がすぐれた内 容 を備

えた完 成 度 を示 し，しかも，全 体 としての『財 政 史 』が，この期 間 の財 政 ・金 融 政 策

を俯 瞰 するためのまとまりをもつものになるようにできる限 り配 慮 するところにある。し

たがって，各 巻 の内 容 については各 執 筆 者 の責 任 において書 かれているが，全 体

の統 一 と調 整 の責 任 は，一 に監 修 者 たる私 にある。 

なお，今 回 の『財 政 史 』の編 集 方 針 には，従 来 のものに比 して一 つの特 色 がある

ことを，おことわりしておくべきであろう。すなわち，今 次 『財 政 史 』の対 象 期 間 は22

年 間 の長 きにわたり，遺 された文 書 資 料 の量 もまことに多 かったために，資 料 の不

足 よりも，むしろ，限 られた巻 数 の範 囲 内 に，豊 富 な内 容 をいかに盛 り込 むかが，

編 集 上 最 大 の課 題 となった。そこで，予 算 ，税 制 ，財 政 投 融 資 ，金 融 ，国 際 金 融

等 の主 要 部 門 について，叙 述 巻 と資 料 巻 とを分 離 して，両 者 を並 行 して編 集 し，

両 者 が補 いあって一 体 をなすようにしようと企 画 した。全 20巻 のうち，資 料 巻 が6巻

の多 きにわたるのはこの事 情 のためである。 



明 治 以 来 ，大 蔵 省 によって4次 にわたって刊 行 された『財 政 史 』の成 果 をうけつ

ぎ，この意 義 深 い時 代 の歴 史 をとりまとめる仕 事 は，重 い責 任 をともなう半 面 ，資 料

その他 の面 できわめて恵 まれた条 件 のもとに存 分 に分 析 を進 めることができる点 で，

研 究 者 としてまことにやり甲 斐 のある仕 事 である。私 は，編 集 委 員 ，執 筆 者 ，および

大 蔵 省 の関 係 部 局 の諸 氏 との緊 密 な協 力 のもとに，監 修 の責 務 を全 うしたいと望

んでいる。なお本 書 の草 稿 は研 究 会 において相 互 に検 討 のうえ，大 蔵 省 内 関 係

部 局 の回 覧 を経 たものである。 

終 りに，私 は，この事 業 の実 現 についてヒヤリングや資 料 の提 供 に応 じて下 さっ

た各 氏 と各 部 局 ，われわれの研 究 と執 筆 にあたってあらゆる協 力 を惜 しまれなかっ

た大 蔵 省 財 政 史 室 のかたがた，およびこの大 著 の刊 行 を引 き受 けて下 さった東 洋

経 済 新 報 社 に対 して，この場 所 で御 礼 を申 しあげる. 
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